
シ
ョ
ウ
ウ
ン
コ
ウ
サ
イ
シ
ユ
ウ
イ
へ
ン
ル
イ
ザ
ン

松
雲
公
採
集
澄
編
類
纂

前
川
綱
紀
は
、
古
人
の
諸

都
若
し
〈
は
銃
録
巾
未
だ
一
部
の
成
型
と
な
ら
ざ
る

も
の
脅
鬼
め
て
秘
笈
議
訟
と
解
し
た
が
、
明
治
初
年

多
〈
散
泌
し
た
。
後
そ
の
治
さ
れ
た
も
の
骨
子
森

m年

次
が
、
明
延
・耐
駐
・寺
院
・
地
理
・
記
銘
・部
総
古
文

冊目
・仰
文
系
訓
・軍
明
・教
訓
・術
生
・拙古川耐
・詞
花
・詩

松
迫
文
集

加

酸
恒
若
。

一
般
・山
倣
・刺
の
M

官
邸
に
類
別
し
て
百
八
十
九
加
の
郡

シ
ヨ

中
村
の
地
内
が
一
時
荒
地
と
な
っ
た
の
を
、
町
岡
山
刷

間
引
昌
安
が
巾
前
け
、
白
山叫を
以
て
佐
来
の
左
右
に
敏

イ
粁
の
符
一同居宇
一加
盟築
L
、
細
民
を
こ
ふ
に
尉
伎
せ
し

め
て
藍
染
に
就
か
し
め
、
問
内
を
畠
安
町
と
私
群

L
、
夏
季
に
は
夜
間
を
附
い
て
一
時
甚
だ
繁
昌
し
た

が
、
大
風
の
お
家
屋
悉
く
破
腹
L
、
日
つ
昌
安
の
死

去
に
逢
う
て
迭
に
ほ
悶
絶
し
た
。

ジ
ヨ
ウ
イ
貞
窓

白
山
富
の
仰
で
、
即位
武
二
年

六
且
三
日
附
赤
糸
の
甲
紛
失
に
つ
い
て
の
起
稿
文
が

白
山
比
伴
訓
祉
に
泊
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
紙
の
裂
に

丹
生
郡
比
時
の
紳
倣
が
拙
か
れ
て
ゐ
る
の
は
、
阿問団

陀
の
詩
紙
と
糾
慨
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

シ
ョ
ウ
イ
チ
イ
イ
ナ
リ
ダ
イ
Z
ヨ
ウ
ジ
ン
正
一

位
稲
荷
大
明
紳

掛川
政
の
時
正
且
初
に
来
た
限
内
の

物
れ
ひ
で
、中
部
自
の
瓜
を
土
で
作
り
、
之
を
椋
に
縦

せ
て
捺
げ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

シ
ョ
ウ
イ
ン

昌
胤
↓
キ
ヨ
ウ
ジ
ュ

y

数
制
。

シ
ョ
ウ
イ
ン
正
院

珠
洲
郡
疋
院
郷
に
臨
す
る

押
印
訴
。
承
久
三
年
注
懲
の
能
奇
問
問
数
目
録
に
『
珠

々
疋
院
刈
七
問
、
承
久
元
年
按
設
問
定
』
と
い
ふ
も

の
是
に
常
る
。
王
朝
に
郡
家
の
あ
っ
た
所
も
こ
L

で

あ
ら
う
。
天
正
四
年
以
降
越
後
の
長
奥
市
浪
辿
が
厨

た
こ
と
も
あ
る
。
能
宥
名
跡
芯
に、
『
正
院
。
家
数
百

二
十
糾
前
。
間
作
り
た
る
よ
き
村
な
り
。
此
村
は
昔

の
裂
皆
の
城
下
て
に
、
商
家
出
す
あ
り
。
県
上
松
前
へ

越
オ
出
底
し
て
、
よ
き
身
上
の
も
の
鍛
多
あ
り
。
』
と

あ
る
。

押印
・糾問出
・本
・
杉
山
・
山
中
・脱却
Y
・
抗
戸
・
川
捕
の
二

十
ヶ村
を
含
ん
で
陪
た
。

ジ
ヨ
ウ
イ
ン
ジ
湾
因
寺

羽
咋
川
草
木
に
在
っ

て
、
長
宗
東
一献
に
闘
す
る
。

シ
ョ
ウ
イ
ン
ジ
ヨ
ウ
正
院
妓

珠
洲
郡
正
院
に

あ
っ
た
と
い
ふ
が
、
今
明
ら
か
で
な
い
。
越
殺
到
三

州
志
政
姥
考
に
、『
抑
制
記
に
飯
間
城
と
い
ふ
是
と
一
な

ら
ん
。
此
地
正
院
郷
な
れ
ど
も
、
阪
川
郷
の
似
肌
の

上
に
在
。
。
故
に

向
古
阪
間
械
と
も
呼
ぶ
な
る
べ

L
。
阪
間
町
砂
償
問
家
の
後
向
脅
隊
れ
、
四
方
山
上

に
幅
員
百
四
荒
十
間
的
の
地
あ
り
。
是
世
城
述
と
い

へ
ど
も
、
同
叫
税
不
分
別
と
也
。
』と
釈
す
る
。

シ
ョ
ウ
イ
ン
ハ
チ
マ
ン
ジ
ン
ジ
ヤ
正
院
八
幡
神

社

珠
洲
郡

疋
院
に
銀
座
す
ろ
。
式
内
出
守
山
由
枇
記

に、
『
疋
院
八
開
制
祉

o
E院
郷
正
院
村
銀
座
。
街
祉

也
。
』
と
あ
り
、
能
E
P
名
跡
志
に
、『
氏
利
八
慨
宮
は
、

苦
は
獄
臨
ー
な
ど
あ
り
阪
は

t
〈
、
今
も
鮮
民
な
ど
あ

おり。

什
伐
に
作
の
而
あ
ま
た
あ
り
。
昔
は
今
の
桜
井

氏
の
外
に
社
人
多
〈
、
訓
子
援
な
ど
L
て
あ
り。
』と

見
え
る
も
の
で
、
今
は
長
出
入
抑
制
祉
と
抑
制
す
る
。

シ
ョ
ウ
イ
ン
ヤ
キ
正
院
焼

一
向
指
版
協
。
珠

洲
郡
疋
院
に
於
い
て
天
保
初
年
の
凶
剖
閣
総
と
い
ふ
も

の
が
製
し
た
陶出掛
で
、
丸
谷
の川田
統
を
受
け
る
も
の

と
信
ぜ
ら
れ
る
。
一

川町
金
仰
に
も
川
出
し
た
が
、
泌

永
申
に
京
っ
て
胤
間
引
出
し
た
。
東
京
将
笠
間
物
郎
に
そ

の
腹
良
闘
の
中
川
が
所
厳
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

シ
ョ
ウ
イ
ン
ヤ
マ
正
院
山

珠
洲
郡
正
院
の
出

方
都
山即
売
航
る
こ
と
一
粁
の
巾
揃
山
に
あ
っ
て
、
恩

人
之
を
御
山・
在
住
・役
屋
蚊
と
も
い
ふ
。
幕
末
外
凶

飴
の
脱
税
そ
見
る
に
前
り
、
法
山
叫
防
仰
の
お
加

p-滞

よ
り
源
地
し
た
士
人
の
在
住
し
た
出
別
で
あ
る
。
そ
の

在
住
は
安
政
主
年
に
初
っ
た
。

シ
ョ
ウ
イ
ン
ゴ
ウ
正
院
郷

獄

洲
絡
に
在
っ
た
。

際
安
一
1
年
六
月

H
三
日
の
文
訟
に、
『
正
院
郷
内
伏
見

小
泊
・毛
醇
・怨
浦
』
な
ど
ミ
見
え
る
。

シ
ョ
ウ
イ
ン
ゴ
ウ
正
院
郷

珠

洲
郡
に
邸
し
、

結
政
時
代
で
は
、
龍
谷
・正
院
・
小
路
・岩
援
・
間
出
・

依
尿
・川
尻
・
蛸
品
・妥
結
・小
泊
・
小
泊
新
・伏
見
・竹

シ
ョ
ウ
ウ
ブ
ン
シ
ユ
ウ

三
九
四

若
者
間
間
後
七
川
口
山
に
お
る
明
治
三
十
八
日
目
に
、
治
稲

十
抗
編
宇
山
鉢
鍛
出
版
し
、
曲品
↑一ハUγ
川
良
太
一
の
序
と
倒

下
永
山
近
彰
の
肢
と
も
叱
添
へ
た
も
の
で
あ
る
。

ジ
ヨ
ウ
ウ
ン
柔
連

日
制
一
宗
の
品
川
。
日
品
川
の
門

下
で
、
天
授
三
年
(
水
利
=
一
〉
仰
の
地
跡
を
採
っ
て
、

河
北
郡
務
附
村
に
本
興
寺
中
九制
挫
し
、元
中
三
年
(
}
甲
山

徳
三
U

凶
月
什
七
日
に
寂
し
た
。

シ
ョ
ウ
ウ
ン
イ
ン
緯
雲
院

加

税
務
副
前
例
利

家
の
女
隙
阿
射
の
法
蹴
。
詳
し
〈
は
詳
主
院
絡
室
宗

椛
大
制
定
尼
。

シ
ョ
ウ
ウ
ン
イ
ン

生
氏
の
法
説
。

鹿
れ間
部
回
開
株
に
花
つ

を
成
し
た
も
の
即
ち
是
で
あ
る
。

シ
ョ
ウ
ウ
ン
コ
ウ
ザ
ユ
ウ
ノ
メ
イ
セ
ン
カ
イ
松

雲
公
座
右
銘
浅
解

一
所。
嘉
永
三
年
際
原
之
持
者
。

前
悶
綱
紀
の
座
右
銘

『奥
ν
錦
ν
徳
也
。
佼
=
民
忘
宮前回。

於
乎
般
版
。
実
知
=惰
力
↓
有
v
m
銘
打
結
。
我
従
へ次

則
↓
思
ν
之
不
v
置
。
子
ν
夜
子
ν
夙
。
』を聞押
し
た
も
の

で
あ
る
。

松
雲
院

前
川
利
政
の
宮
山知

シ
ョ
ウ
ウ
ン
コ
ウ
ネ
ン
プ
松
雲
公
年
路

五
山
。

前
旧
綱
紀
の
誕
生
か
ら
誕
去
野
迭
の
都
ま
で
記
さ
れ

て
ゐ
る
が
、
三
叶聞
記
・
官
家
見
開
銀
等
に
よ
り
て
集

成
し
た
も
の
L
如
〈
で
あ
る。

シ
ョ
ウ
ウ
ン
ジ
松
雲

寺

石

川
端
斐
川
に
在
っ

て
、
国
出
宗
商
振
に
関
す
る
。
も
と
越
巾
闇刑
法
郡
一
嗣
野

に
在
っ
た
が
、
明
治
十
九
年
十
二
且
今
の
地
に
移
っ

た
。
シ
ョ
ウ
ウ
ン
ジ
正
雲
寺
能
決
郡
小
松
の
鍛
冶

町
に
在
っ
て
、
国
眼
宗
東
振
に
邸
す
る
。

シ
ョ
ウ
ウ
ン
セ
ン
エ
イ
緯
雲
千
英

金
問
山
田
制

宗
質
問
寺
什

一
代
の
住
持
。
生
凶
は
近
江
。
安
永
九

年
四
且
金
線
松
山
寺
か
ら
准
山
し
、
天
明
入
年
十
月

隠
居
、
文
政
一
苅
年
三
月
H
一
日
沼
化
し
た
。

シ
ョ
ウ
ウ
ン
ポ
ウ
昌
運
坊

羽
咋
郡
澗
谷
に
在

っ
て
、
日
活
宗
妙
成
寺
の
培
顕
で
あ
っ
た
。

一川
和
三

年
間
寺
十
三
代
日
以
の
退
栖
し
た
目別
で
あ
る
が
、
安

政
中
災
に
催
っ
て
刷
出
し
た
。

シ
ョ
ウ
ェ
イ
ジ
松
葉
寺

江
泊
加
下
製
怖
に
在

っ
て
、
興
宗
一
以
涯
に
闘
す
る
。
も
と
金
搾
に
在
っ
た

が
、
明
治
引
四
年
一
且
今
の
腕
に
移
し
た
。

シ
ョ
ウ
ェ
イ
ジ
松
熊
寺

石
川
滞
金
石
に
在
っ

て
、
目出宗
取
仮
に
腐
す
る。

シ
ョ
ウ
ェ
イ
ジ
豆
一
北
寺

て
、甲山
宗
一
胤
振
に
臨
す
る
。

シ
ョ
ウ
ェ
イ
ジ
正
呆
寺

シ
ョ
ウ
ウ
ン
イ
ン
松
雲

院

加

包
帯
宅
第
五
代

前
旧
制
紀
の
法
川
町
O

詳
し
〈
は
松
雲
院
徳
翁
一
知
大

n
r
J
J

。
シ
ョ
ウ
ウ
ン
コ
ウ
オ
ヤ
ワ
松
雲
公
御
夜
話
別

名
参
椛
公
御
技
話
・制
利
公
御
夜
話
・巾
典
秘
録
。
こ

の
告
は
巾
村
典
隣
克
正
が
、
山削
川
制
紀
に
侍
し
て
問

き
得
た
談
話
キ
ー
記
し
た
も
の
で
、
向M
永
三
年
十
且
十

六
日
か
ら
写
保
八
年
十
二
月
十
八
日
ま
で
二
百
二
イ

抗
僚
に
及
ん
で
時
り
、
若
者
は
之
令
む
い
て
卒
保
十

年
に
前
川
吉
徳
に
上
っ
た
。
叉
同
趨
加
は
、
前
に
mM

〈
し
併
な
か
っ
た
保
々
百
三
十

一
候
そ

更
に
帆
め

て
、
延
U
T
三
年

に
前
削
宗
民
に
上
っ
た
も
の
で
あ

旬。。

石
川
部
宮
保
に
在
つ


